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ゲリラ豪雨と呼ばれるような短時間豪雨が頻発しており，河川の急な増水や

地下浸水などによる水難事故が増加している．水難事故の防止策には様々なも

のがあるが，基本は，各自が水の力の恐ろしさを知り，適切に危険を回避する

術を身につけることである． 

私達の研究グループでは都市水害時の避難を研究しており，避難の限界状況

を明らかにするために，実物大の階段，ドア，自動車の模型を用いた体験実験

を実施してきている．これら実験施設を用いた研修や防災教育プログラムが参

加者の好評を博しており，今後は，これらの施設の活用に加えて，様々な水防

災教育ツールの開発，整備にも取り組んでいきたいと考えている． 

 ここでは，実物大模型を用いた体験実験の様子や参加者の声を整理して示し，

また，関連したビデオ教材や試作した小型教育用模型についても紹介するとと

もに，今後の予定や課題についても簡単に言及する． 

 

キーワード：実物大模型，体験実験，防災意識，避難，教育支援ツール 

 


